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町の世帯・人口 平成23年6月30日現在

人　　口

世帯数

男 17,380人

17,363人

34,743人

13,132世帯

女

計

特定健診の受診状況 平成23年7月3日現在

17,318人

目標まであと　　　　　 　3,167人　　　

受診率　　　　　　　　　　 　　 6.14％　　　

平成23年度受診率目標　　　　　　　　55％　　　

●町内の行政区自治会………………2

●国保･長寿(後期高齢者)医療制度の｢限度額適用･
　標準負担減額認定証｣について……………4

●ファミリー・サポートセンター設立準備室、
　子育てサポーター養成講座…………6

●児童扶養手当、特別児童扶養手当の現況届について…7
●平和音楽祭を開催………………12
●イクメン保健師の育児研修報告書 Vol.2…13
●高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種……14

今年もアツク、なりそうです。

● ● ● ●

こえちゃダメ！　脂肪と健康の適正値こえちゃダメ！　脂肪と健康の適正値こえちゃダメ！　脂肪と健康の適正値

①アルミ皿にラップをかけてよく押す。その上にＡをよく混ぜたものをア
　ルミ皿の底に敷き広げて底をつくる。
②豆腐はタオルペーパーで水切りしておく。
③鍋に牛乳100ｃｃを入れ、ゆっくりと温めながらゼラチンパウダーを加
　え、よく混ぜ溶かす。
④③のゼラチンパウダーをよく溶かした鍋に、生クリーム、レモネードパ
　ウダーと水切りした豆腐を入れ、よくかき混ぜる。
⑤粗熱をとった④を①のアルミ皿に流し入れ、冷蔵庫で30分冷やし固める。

　　

豆腐ケーキ

材料と分量

作り方

絹ごし豆腐……１丁　　　　　　　　　
生クリーム……１箱（小）　　　　　　　小麦胚芽ビスケット……１０枚
　（ホイップクリーム）　　　　　A　　（ビニールに入れて細かく砕く）
レモネード（粉末）…100ｇ　　　　　　バター……40グラム
牛乳…100ｃｃ　　　　　　　　　　　　　　
ゼラチンパウダー…1袋　　　　　　　　 用具　アルミ皿、ラップ

｛ま〜さぃび〜んどぉま〜さぃび〜んどぉ

　2月7日付の官報に告示され、内間御殿(字嘉手苅)が国の文化財に指定されたことを記念し、指定の意義、史跡の
歴史的価値、まちづくりとの関わりなどを学ぶ｢内間御殿国指定記念シンポジウム－国指定史跡内間御殿の意義と
新生西原の町づくり－｣が6月18日、町中央公民館で開催されました。琉球王朝第二尚氏の始祖、金丸（のちの尚円
王）が王位に就く直前まで住んでいたとされる屋敷跡に建てられた内間御殿は、沖縄戦で大きな損失を受けながら
も地元住民らの協力で今なお重要な場所として神聖に扱われる史跡です。
　指定に携わった佐藤正知文化庁主任文化財調査官は、基調報告として｢国が指定する文化財とは、国の歴史の正
しい理解のため欠くことができないもの。内間御殿は西原町の文化財であると同時に、日本の歴史を知るうえで重
要なもの。｣と、その価値を説明。｢史跡指定の実現は終わりでなく始まり。
西原町は地域のすばらしい文化を見つけたのだから、それを『文教の町』と
してまちづくりに発展させてもらいたい。｣と期待を寄せました。また基調
講演を行った歴史家の高良倉吉琉球大学教授が、内間御殿は琉球王朝の関連
史跡としてのみならず、地域の人たちに守られてきたということに価値があ
ると強調し、｢土地にはさまざまな遺物・遺構が眠っている可能性がある。
今後の発掘調査がおおいに期待される。｣と将来の展望を述べました。
　専門家や関係者が参加したパネルディスカッションでは、上間明町長が
｢文化財指定を受け、喜びと同時に重い責任を感じている。保存管理計画の
策定、発掘調査、史跡の復元などやるべきことは多い。今日寄せられた多く
の課題・提言をしっかりと受け止め、行政・地域と協働し、一体となった内
間御殿の活用とまちづくりを目指したい。｣と力強く語りました。シンポジ
ウムには町内外から200名近くが参加し、｢今後、世界遺産として登録され
る可能性があるのでは｣などの質問があがりました。
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｢内間御殿国指定記念シンポジウム｣開催｢内間御殿国指定記念シンポジウム｣開催
～内間御殿の価値と活用を語る～～内間御殿の価値と活用を語る～

　赤ちゃんと保護者が絵本を介してふれあうきっか
けをつくり、赤ちゃんの健やかな成長を応援するこ
とを目的に｢西原町ブックスタート｣の第 1 回が、6
月 19日の乳児一般健診と合わせて実施されました。   
　本事業では乳児健診に来た親子に絵本の読み聞か
せの実践を体験してもらうとともに、絵本をプレゼ
ントするもので、福祉部と教育部が連携して、今年
度は 6 回の実施を予定しています。事業の開始にあ
たり上間明町長は｢親が子どもと触れ合えるのはほ
んの一時期の間だが、絵本を活用して健やかな子育
てが広がれば｣と効果に期待を寄せました。

★第 1号の喜納葵ちゃん親子に
　上間明町長から絵本を贈呈

★第 2号の石原昌悟ちゃん親子
  に波平常則教育長から贈呈

絵本を通じた
ふれあいを。


